







Study on the validity of Friedman's DevelopmentalしevelScores. 







































Wm (平凡全体反応:mediocre W) 
ブロットの輪郭と分節が考慮に入れられ， 一定の形
態がプロットと一致している。





























Da 例 :カ ードE 上部赤色領域 「火J。
Dv 例:カードX 青色領域 「水・・・水しぶき」。
D一 例:カード咽 ピンク領域 「蜂J。
DdD 例:カード H 黒色領域半分 「象のよう」。
(外側の輪郭を 「頭jと見たことにのみもとづいて)。
Dm 例:カードE 中央赤色領域 「蝶ネクタイ」。















Goldfried (1962) 9)は， このDLSを用いた研究を
行い， 89名の精神科入院患者のテスト記録を用い， DLS 
とIQ(知能検査はWAISあるいはWechsler-Bellevue法
である)との聞に， Wilensky (1959)10)のoverallDL 
scoresを用いた場合， + .4 (Pく.001)の有意な相関
があるとする結果を得た。このoverallDL scoresと









( 2 ) 
は，主にWilensky法とBecker法の二法が使用されてい
る。
Goldfried (1962) の研究以降も， overall DL 
scoresをDLSの測度として使用した場合には，一貫し
て各種の知能テストとの聞に有意な相関を持つという研
究結果が得られて来ている。例えば， Kissel (1965) 13) 
はChildguidance clinicの40名の児童記録を用いて，
Wilensky法のDLSとIQ(知能検査が何かは明示されて
いない)との聞に有意な相関 (r= .42，P く.01)がある
という結果を得ている。




との聞に r= .40. P <.01という有意な正の相関があるこ





















































ロールシャツハ ・テス トの反応はFriedman(1953) 
の定義に従ってDLSに分類し， Wilensky (1959)の集






































































































































































めに， 日本版WISC帽 R知能検査法付録Di粗点から テ
スト年齢への換算J(Wechsler著 児玉 ・品川 ・茂木












変数 DLS FLR 
FISQ .488本* .571 *ホ
T.P. .416牟* .598 * * 
VIQ .425 * * .511 * * 
PIQ .509 * * .581牢*



















(45) =0.898， P> .05)。
次に，精神年齢相当値 (T.P)との関係では， T.Pと
の聞に，DLSは相関係数.416(t (46) =3.103， P<.01) 




はなかった (t(45) = 1.998， P>.05)。
DLSとFLRのVIQとの関係を見ると， VIQとの
間に， DLSは相関係数.425( t (46) = 3.184， P < .01 ) 
を， FLRは.511(t (46) =4.032， P<.01)を示し，い
ずれも有意であった。また，PIQとの問では， DLSは
相関係数.509(t (46) =4.011， P<.01)と有意な相関
を示 し， FLRも.581(t (46) =4.842. P<.01)と相関














































Kissel (1965)では80-124，Ridley & Bayton (1983)， 



















本研究では， DLS， FLRの両者ともに， WISC-Rの
各知能の指標との聞に有意な相関を示し，知的機能評価
の指標としての妥当性が確かめられたが， このDLSと
FLRの二つの指標の聞の相関を求めると， r = .709と
いう高い相関値が得られた。このことは， この二つが知
的機能の比較的似かよった側面を捉えていることを示し
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This study examined and compared the validity of Friedman's Developmental Level Scores (DLS) and 
(FLR) as measures of mental ability. Subjects were 48 children 10 
to 16 years old. The results supported The discriminant validity of both DLS and FLR， via there consistent 
relationships with various scores on the Wechsler Intelligence Scale for Children-Revised (WISC-R). 
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